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国際活動委員会セッション「フランス原子力学会との合同セッション」 

Joint Session between SFEN and AESJ 
 

映画「パンドラの約束」上映  
Pandora’s Promise 

1フランス原子力学会 2北海道大学 Valerie Faudon1, *奈良林 直 2 

1. はじめに 

 オリバーストーン監督による「パンドラの約束」は、自らが反原発派であったが、地球温暖化問題など

の地球環境問題に取り組むうちに原子力の有用性に気づいた本人のドキュメンタリーである。原子力の推

進・反対の両者で繰り広げられる不毛な議論、地球温暖化を食い止めることができる切り札としての原子

力、高レベル廃棄物処分問題、米国で開発されて全交流電源喪失のもとで安全性を実証したにもかかわら

ず、政治的に葬られた一体型高速炉（IFR）の開発の経緯などを深く掘り下げ、丁寧に表現している。 

2. フランス原子力学会での取り組み 

フランス原子力学会は、COP21（図１）のパリ会議で盛り上がった環境意識の高まりのなかで、「パンド

ラの約束」を YouTube（図２、図３）で配信している。原子力の有用性について、見直すきっかけである。 

 
 

 

 

 

 

3. 本セッションでの映画「パンドラの約束」上映 

 それでは、パンドラの約束を上映する。(90 分) 一体型高速炉 IFR の歴史的な映像も見どころである。 

YouTube からも視聴可能である。https://fr.amiando.com/Pandora-s-Promise.html 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  図 4 映画「パンドラの約束」の案内パンフレットより（サンタス映画祭 2013 正式招待作品）   

1SFEN,,  2Hokkaido Univ.,  Valerie Faudon1 , *Tadashi Narabayashi2 

図 3 パンドラの約束（YouTube） 

図 1 COP21 パリで開催 

図 2 フランス原子力学会の「パンドラの約束」 
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倫理委員会セッション「東日本大震災における技術者としての矜持とリーダーシップ」 

 

(1)東北電力－過去の災害を踏まえた東日本大震災での対応－ 

(1)Tohoku Electric Company －Challenges to cope with Great East Japan  
Earthquake based on experiences gained from past disasters－ 

工藤 英明 
東北電力株式会社 電力ネットワーク本部 配電部 

 

当社配電部門は，東北の厳しい自然環境の中，電柱約３０４万本，電線延長約５７万ｋｍ（地球１４周以

上）の膨大な設備を保守しており，これまで，雪害（昭和５５年：５５雪害），暴風（平成３年：りんご台風），

地震（平成１６年：新潟県中越地震），暴風雪（平成１７年：新潟下越雪害）と大規模な自然災害を経験して

います。 

当社は，これらの大規模な自然災害を踏まえ，ハード（設備・システム・機動力等），ソフト（指針・マニ

ュアルの制定・運用等）両面において，事前の備えを行っております。 

応援復旧体制においては，受入営業所の復旧業務量増加に伴う機能低下を克服するため，応援隊が与えら

れた復旧エリアにおいて，被害状況確認，復旧計画策定，復旧作業までを自律的に実施する体制（自律分散

型復旧体制）を整備し，実働による訓練で磨きをかけております。 

そのような中，東日本大震災が発生し，当社配電設備も甚大な被害を受け，震災直後に岩手・秋田・宮城

県の全域，青森・山形県，福島県の一部において，最大で約４６６万戸（総需要家戸数の約７割）のお客さ

まが停電いたしました。 

唯一，停電が発生しなかった新潟支店から可能な限りの応援隊を速やかに編成し，地震翌日の３月１２日

には，約８００名の応援隊が宮城県内での復旧活動を開始いたしました。また，他電力にも応援要請を行い，

北海道，東京，北陸，中部，関西の各電力会社が３月１３日から延べ約４千人日の復旧活動を行いました。 

復旧活動においては，自律分散型復旧体制での設備復旧を行うとともに，自治体等と連携を図り避難所へ

の高圧電源車での応急送電や，地震の強かったエリアについては，通電時の電気火災を防止するため，お客

さま電気設備の健全性を個別に確認したうえで送電を行いました。 

その結果，震災３日後で約８０％，８日目には９４％まで停電を解消し，６月１８日には，津波による流

出地域や震災の影響で現地への立入りが困難な地域を除き復旧に着手可能な地域の停電を全て解消いたしま

した。 

東日本大震災後の対応として，本震災で得た新たな知見を活かすため，津波および原子力災害に対応する

マニュアルの制定を行い，実働による訓練等で検証を行っております。また，総合研修センターの「配電文

化伝承室」等を活用し，東日本大震災での経験を関係者で共有するとともに，次世代への技術・技能を確実

に継承するため，技能訓練等を継続的に実施していくこととしております。 

 

Hideaki Kudo 

Tohoku Electric Power Co.,Inc. Distribution Engineering Dept.  
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倫理委員会セッション「東日本大震災における技術者としての矜持とリーダーシップ」 

 

(2)より高い安全のために何が必要か－女川原子力発電所での経験と実感－ 

(2)Endeavors to achieve top most safety  
－Experiences and Confidence based Efforts at Onagawa Nuclear Power Station－ 

菅原 勲 
東北電力株式会社 女川原子力発電所 

 
東日本大震災発生時，女川原子力発電所は 1 号機および 3 号機が通常運転中，2 号機が原子炉起動中のと

ころ，地震発生にともない全号機が設計どおりに自動停止し，2 号機は，停止直後に，1･3 号機については，

約 10 時間後に冷温停止しました。発電所の安全性を維持するために必要な電源は，地震発生後，発電所外部

から供給している送電線 5 回線のうち 1 回線が確保され，さらにバックアップ電源である非常用ディーゼル

発電機も健全でした。 

地震後，発電所を襲った最大 13 メートルの津波は，発電所の主要建屋が設置された海抜 13.8メートル(地

震後，牡鹿半島全体が 1メートル沈下)の敷地高さを越えることはなく，原子炉は安定した状態を維持し，原

子力発電所の安全確保の基本である原子炉を「止める」，「冷やす」，放射性物質を「閉じ込める」が健全に機

能したことで，発電所の安全性は確保されました。これは，津波対策として 1 号機の敷地高さを決定する際

に，学識経験者を含む社内委員会を設置し，明治三陸津波(1896 年)等の記録の調査や貞観津波(869 年)，慶

長津波(1611 年)の文献調査を踏まえて設計思想に反映して 14.8 メートルの敷地高さにしていたこと，原子

炉を冷却する海水ポンプ等は，港湾部に設置せず，敷地高さから掘り下げた立坑(ピット)内に設置すること

で津波の被害を防ぐ構造としていたこと，また，耐震対策として震災前に 6600箇所の耐震裕度向上工事等を

自主的に実施していたこと，さらには，日常的な訓練といった安全への備えが適切かつ確実に機能したこと

によるものと考えております。 

発電所では，地震および津波の影響により，1号機タービン建屋の高圧電源盤の火災や重油タンクの倒壊，

2 号機原子炉建屋附属棟が取水路から海水ポンプ室を経て海水が浸水する等の被害を受けましたが，協力会

社の方々と協力して収束することができました。 

今回の震災では，津波で被災された発電所周辺の住民の皆さまが，発電所に避難していただき，約 3 ヶ月

間，最大で 364 名が発電所構内で生活されました。周辺道路も寸断され，食料等の物資が不足する厳しい状

況の中，住民の皆さまと発電所員が協力し合い寝食をともにしました。 

震災後は，女川原子力発電所の震災対応で得られた教訓や東京電力福島第一原子力発電所事故から得られ

た知見を踏まえ，より厳しい条件を考慮した地震・津波対策や重大事故に備えた様々な安全対策等，ハード・

ソフトの両面からその安全性向上に向けて鋭意取り組んでおります。 

今後は，原子力規制委員会による新規制基準適合性審査に的確に対応していくとともに，新規制基準への

適合にとどまらず，より高いレベルの安全確保に向けて自主的かつ継続的に取り組むことが重要と考えてお

り，これからも，さらなる安全性向上に向けて，地域の皆さまのご安心・ご理解を得られるよう，安全対策

に万全を期してまいります。 

 

Isao Sugawara 

Tohoku Electric Power Co.,Inc. Onagawa Nuclear Power Station 
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